
令和元年 12月 

 

 

 

 平塚労働基準監督署(署長 池田有他(いけだ なおひと)）及び小田原労働基準

監督署（署長 千葉幸則）では、本年の神奈川県下の建設業における労働災害

が増加傾向にあり、両監督署管内の建設業における労働災害も昨年と比較して

増加していることから、両監督署管内に跨る大規模建設工事における労働災害

防止の取り組み状況について、初めて合同で安全パトロールを実施しました。 

 １ 実 施 日 令和元年１２月２日（月） 

 ２ 実 施 者 平塚労働基準監督署長、小田原労働基準監督署長 

 ３ 対象現場  

発注者  中日本高速道路株式会社 東京支社 秦野工事事務所 

   施工者  清水建設株式会社・岩田地崎建設株式会社特定建設工事共同企業体 

   工事名称 新東名高速道路川西工事 

   工事期間 ２０１６年７月２２日から２０２２年４月２１日 

４ 実 施 内 容 新東名高速道路の建設に当たり、発注者及び施工者が行う

労働災害防止のための取組を確認しました。 
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パトロールに先立ち、施工者（所長）か

ら工事概要、労働災害防止の取り組みに

ついて説明されました。 

 

ずい道内部の状況 

コンピュータジャンボを確認！ 

大型集じん機 

作業環境の改善に努めています。 

連絡装置 

Wi-Fi の導入により、通信状況良好。 

ずい道の切羽部  

液体急結剤を用いた大容量吹付により、

作業効率が向上しています。 

 

掘削機械の接触防止  

作動状況を確認しました。 

人を感知すると低速運転に！ 

 



令和元年 12月 

発注者と施工者が協力して ICT技術を活用することにより、本質安全

化の観点から危険の排除（減少）と労働者の負担軽減、さらにコスト

カット（業務効率化）を実現し、働き方改革にも貢献しています。 

現場で説明を受けました AIや ICT技術を用いた安全管理の一部をご紹介します。 

  

 

  

 

   

 

 

 

 

ドローンを用いて測量を行います。 
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夢をかたちに “新東名”  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

建設業年末年始労働災害防止強調期間 

令和元年１２月１日から令和２年１月１５日 

スローガン 

無事故の歳末 明るい正月 

平塚労働基準監督署長（中央）、小田原労働基準監督署長（右から二人目） 

 

発注者と施工者とともに現場の確認を行いました！ 

 


